
暫
く
休
ん
で
い
た
こ
の
シ
リ
ー
ズ
だ
が
、
ま
た
再
開
し
て
史
料
を
紹

介
す
る
・
今
回
か
ら
四
回
に
分
け
て
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
の
『
官

（
１
）

医
家
譜
』
の
中
か
ら
鍼
科
医
員
の
家
譜
を
紹
介
し
て
い
く
。
そ
の
理
由

は
、
筆
者
が
幕
府
の
医
療
制
度
、
特
に
鍼
と
盲
人
を
研
究
課
題
と
し
て

（
２
）

い
る
上
か
ら
選
ん
だ
。
今
回
は
、
管
鍼
法
を
創
始
し
盲
人
教
育
に
尽
力

け
ん
ざ
よ
う

し
た
杉
山
検
校
和
一
（
一
六
一
○
～
九
四
）
の
弟
子
達
の
中
で
、
「
官
医

家
譜
」
に
所
載
さ
れ
て
い
る
和
田
・
島
崎
・
栗
本
・
杉
枝
の
四
家
の
系

図
を
紹
介
す
る
。

シ
リ
ー
ズ
休
止
中
に
、
筆
者
の
研
究
の
ほ
ぼ
全
容
に
当
た
る
「
江
戸

幕
府
に
お
け
る
鍼
科
と
盲
人
の
鍼
科
登
用
に
関
す
る
研
究
」
（
長
尾
榮
一

教
授
退
官
記
念
論
文
集
『
鍼
灸
按
摩
史
論
考
』
、
一
～
一
四
六
頁
、
桜
雲

会
、
一
九
九
四
年
）
、
そ
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
「
江
戸
幕
府
に
お
け
る
鍼

科
医
員
と
盲
人
鍼
医
（
二
（
こ
こ
（
『
理
療
の
科
学
』
第
十
六
巻
第
一
号
、

第
十
七
巻
第
一
号
、
一
九
九
二
年
、
一
九
九
三
年
）
、
「
杉
山
和
一
そ
の
文

献
と
伝
説
」
（
「
理
療
の
科
学
』
第
十
八
巻
第
一
号
、
一
九
九
四
年
）
を
発
表

し
た
。
そ
の
中
で
、
鍼
科
の
医
師
・
鍼
施
術
者
三
十
四
名
を
提
示
し
、

（
３
）

更
に
鍼
科
医
員
二
十
五
名
中
に
盲
人
が
九
名
存
在
し
、
盲
人
鍼
医
が
重

要
な
医
員
の
供
給
源
で
あ
っ
た
事
を
指
摘
し
た
。
次
に
、
具
体
的
に
二

江
戸
幕
府
の
医
療
制
度
に
関
す
る
史
料
（
六
）

ｌ
鍼
科
医
員
島
浦
（
和
田
）
・
島
崎
・
杉
枝
・
栗
本
家

「
官
医
家
譜
』
な
ど
Ｉ

香
取
俊
光

十
五
名
の
鍼
科
医
員
を
紹
介
す
る
。

盲
人
の
鍼
科
医
員
：
・
九
名

や
す
い
ち

さ
な
い
ち

ふ
い
ち

三
島
検
校
安
一
・
杉
枝
検
校
真
一
・
杉
島
検
校
不
一
・
島
浦
検
校

え
き
い
ち

き
つ
い
ち

と
え
い
ち

益
一
（
後
和
田
に
復
姓
）
・
板
花
検
校
喜
津
一
・
島
崎
検
校
登
栄
一
・

し
め
い
ち

石
坂
検
校
志
米
一
・
芦
原
検
校
英
俊
一
・
平
塚
惣
検
校
東
栄
一

盲
人
以
外
の
鍼
科
医
員
。
：
十
六
名

坂
寿
三
幽
玄
・
坂
立
雪
元
周
・
藤
木
十
左
衛
門
某
・
山
本
民
部
道

照
・
佐
田
玉
川
定
重
・
佐
田
玉
縁
定
之
・
山
崎
宗
円
次
氏
・
栗
本

さ
ん
せ
つ
と
し
ゆ
き

杉
説
俊
行
・
増
田
寿
徳
良
貞
・
須
磨
良
仙
某
・
上
田
施
針
庵
東
暦
・

茂
木
玄
隆
某
・
吉
田
秀
庵
不
先
・
島
田
幸
庵
某
・
畠
山
玉
隆
常
信
．

前
川
玄
徳
雄
寿

こ
の
外
に
も
九
名
の
鍼
施
術
者
が
い
て
、
そ
の
中
に
は
杉
山
検
校
和

（
４
）

一
も
い
る
。
杉
山
の
研
究
は
か
な
り
あ
る
が
、
杉
山
の
弟
子
達
の
研
究

（
５
）

は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
筆
者
の
ま
と
め
で
は
、
杉
山
の
弟
子
は
次
の
十
四

名
で
あ
っ
た
。

幕
府
に
関
わ
っ
た
鍼
医
…
九
名
（
栗
本
は
盲
人
で
な
い
）

医
員
…
三
島
・
杉
島
・
杉
枝
・
島
浦
・
島
崎
・
石
坂
・
板
花
・
栗

本医
員
以
外
…
杉
岡
つ
げ
一

諸
大
名
登
用
…
五
名

い
ち

い
ち

い
ち

徳
山
ゑ
一
・
松
山
て
る
一
・
美
尾
都
・
美
津
都
座
頭
・
舂
都
座
頭

こ
の
内
「
官
医
家
譜
』
を
見
る
と
杉
山
の
弟
子
は
島
浦
・
島
崎
・
杉

枝
・
栗
本
の
四
家
が
所
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
紹
介
す
る
事
に
し

た
。
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ま
た
、
こ
こ
ま
で
紹
介
し
て
来
た
杉
山
の
弟
子
は
「
杉
山
真
伝
流
」

の
流
派
に
属
す
る
者
で
、
こ
の
他
に
「
日
本
一
流
杉
山
（
夢
想
）
流
」
と

呼
ば
れ
る
別
派
も
あ
り
香
取
十
連
社
の
子
孫
が
一
子
相
伝
し
て
い
る
。

こ
の
流
派
の
秘
伝
害
「
（
日
本
一
流
杉
山
流
）
鍼
術
十
箇
条
」
を
最
後
に
紹

介
す
る
。

翻
刻
に
際
し
て
、
常
用
漢
字
に
直
し
た
が
、
次
に
掲
げ
た
変
体
仮
名

は
そ
の
ま
ま
に
し
た
。

て
ｌ
而
、
は
ｌ
者
、
も
ｌ
茂
、
え
（
へ
）
ｌ
江
、
と
ｌ
与
、
よ
り

ｌ
ち

け
つ
じ

ま
た
、
史
料
中
に
尊
敬
の
意
味
を
も
っ
た
マ
ス
明
け
（
閾
字
）
、
文
章

へ
い
し
ゆ
つ

の
途
中
か
ら
文
頭
に
改
行
す
る
平
出
や
他
の
行
頭
よ
り
飛
び
出
る

た
い
と
う

拾
頭
は
マ
ス
明
け
し
て
そ
の
行
間
に
（
）
し
て
注
を
付
し
た
。

文
中
の
（
）
は
筆
者
が
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
（
全
二
十
二

冊
、
続
群
害
類
従
完
成
会
。
以
後
「
諸
家
譜
」
と
略
す
）
・
『
徳
川
諸

家
系
譜
」
（
第
一
、
続
群
害
類
従
完
成
会
、
一
九
八
二
）
等
で
補
足
し
た
。

最
初
に
紹
介
す
る
「
和
田
家
系
譜
」
は
、
『
官
医
家
譜
」
四
に
所
収
さ

れ
て
お
り
、
『
諸
家
譜
』
第
二
十
（
三
四
五
～
六
頁
）
と
比
べ
る
と
母
・

妻
・
兄
弟
姉
妹
・
法
名
等
の
記
事
は
な
い
が
、
経
歴
の
詳
し
い
部
分
が

幸
衲
｝
ブ
（
》
Ｏ

（
６
）

初
代
島
浦
検
校
益
一
は
盲
人
鍼
医
で
、
杉
山
に
師
事
し
た
の
で
そ
の

身
一
代
限
り
島
浦
と
名
乗
り
、
杉
山
・
三
島
安
一
の
遺
跡
を
継
い
で
三

（
Ｆ
ｊ
）

代
目
関
東
惣
検
校
（
宝
永
六
年
十
月
十
九
日
～
享
保
廿
一
年
・
元
文
元
年
二

（
７
）

月
廿
二
日
、
一
七
○
九
～
一
七
三
六
年
）
と
な
っ
た
。
そ
の
子
孫
は
和
田
に

復
姓
し
、
幕
末
ま
で
鍼
科
医
員
を
勤
め
た
。

橘
姓
和
田
家
紋
輌
態
蔦

高
三
百
俵

和
田
左
衛
門
尉
朝
成
末
流
和
田
五
郎
太
夫
直
好
男

島
浦
惣
検
校

（
え
き
い
ち
）

益
一

（
盲
人
）
町
医
師
二
て
針
術
習
業
宝
永
五
子
年
七
月
二
日
召
出
さ
れ
こ

（
ケ
ツ
ジ
）

十
人
口
賜
大
納
言
殿
（
徳
川
家
宣
）
附
（
徳
川
綱
吉
に
）
拝
謁
御

紋
之
時
服
二
賜
翌
三
日
よ
り
奥
詰
宝
永
六
丑
年
十
月
十
九
日
総
検
校

同
年
十
二
（
十
一
）
月
朔
日
白
木
書
院
に
て
検
校
之
御
礼
同
日
加
秩
弐

百
俵
月
俸
ヲ
合
三
百
俵
高
（
月
俸
を
収
公
さ
れ
稟
米
に
改
め
ら
れ
る
）
享

保
元
申
年
（
徳
川
家
継
莞
御
に
よ
り
）
五
月
十
六
日
表
江
出
寄
合
同
十
一

（
ケ
ツ
ジ
）

午
年
浄
円
院
殿
（
お
由
利
の
方
、
巨
勢
利
清
女
、
紀
伊
光
貞
側
室
、

徳
川
吉
宗
生
母
）
御
用
同
年
惇
信
院
殿
（
徳
川
家
重
）
御
用
同
十
四
酉

（
ケ
ッ
ジ
）

年
四
月
十
三
日
西
丸
大
奥
勤
仕
其
外
月
光
院
殿
（
お
喜
世
の

（
ケ
ッ
ジ
）

方
、
勝
田
著
邑
女
、
徳
川
家
宣
側
室
、
徳
川
家
重
・
家
継
生
母
）
右

（
ケ
ッ
ジ
）

（
ケ
ッ
ジ
）

衛
門
督
（
田
安
宗
武
）
刑
部
卿
殿
（
一
橋
宗
尹
）
法
心
院
殿

（
お
こ
ん
の
方
、
太
田
政
資
姉
、
家
宣
側
室
）
御
診
元
文
元
辰
年
二
月
廿

二
日
総
検
校
御
免
致
仕
（
な
お
西
城
大
奥
の
療
治
を
承
る
に
よ
り
）
月
俸

十
口
ヲ
養
老
料
二
賜
寛
保
三
亥
年
九
月
廿
八
日
死
（
法
名
了
玄
）
浅
草
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｜正
ｌ
（
女
子
）
和
田
春
長

（
ま
さ
な
お
）

和
田
春
徹
伝
次
郎
（
母
十
兵
衛
某
女
）

｜
唾
争
議

宝
永
六
丑
年
十
一
月
三
（
十
三
）
日
（
徳
川
家
宣
に
）
初
見
享
保
元
辰

（
ケ
ツ
ジ
）

年
十
月
朔
日
天
英
院
殿
（
照
姫
、
近
衛
基
熈
女
、
徳
川
家
宣
側
室
）

（
ケ
ッ
ジ
）

（
タ
イ
ト
ウ
）

月
光
院
殿
御
広
敷
御
用
同
十
三
申
年
十
二
月
七
日
天

（
ケ
ッ
ジ
）

英
院
殿
御
広
敷
御
用
同
十
四
酉
年
六
月
十
三
口
法
心
院
殿
御

用
同
十
五
戌
年
十
二
月
廿
七
日
天
英
院
殿
二
拝
謁
同
十
七
子
年
二
月

（
ケ
ッ
ジ
）

十
四
日
証
明
院
殿
（
比
宮
、
伏
見
宮
邦
永
親
王
女
、
家
重
室
）
広

敷
御
用
同
十
八
丑
年
四
月
廿
二
日
十
人
口
賜
同
廿
卯
年
八
月
十
四
日

（
タ
イ
ト
ウ
）

（
ケ
ッ
ジ
）

天
英
院
殿
御
不
例
御
鍼
治
同
十
二
月
右
衛
門
督
殿
簾

中
之
方
（
知
姫
、
近
衛
家
久
女
、
法
蓮
院
）
御
用
（
元
文
元
年
二
月
二
十

二
日
家
督
）
元
文
三
午
年
十
二
月
朔
日
死
（
法
名
善
徹
）
同
寺
二
葬
（
妻

林
牛
斎
某
女
）

１
（
女
子
）

享
保
十
七
子
年
七
月
廿
一

天
英
院
殿
御
広
敷
御
用
（
同
年
五
月
二
十
一
日
よ
り
二
丸
広
敷
療
治
）
延

享
三
寅
年
十
一

（
ケ
シ

三
午
年
十
二
月
廿
七
日
家
督
小
普
請
同
四
未
年
二
月
廿
四
年

正
法
寺
二
葬
（
妻
上
杉
弾
正
大
弼
家
臣
福
島
十
兵
衛
某
女
）

直

月
十
日
御
広
敷
御
用
同
四
卯
年
二
月
五
日
御
診
同
月

日
（
徳
川
吉
宗
に
）
初
見
（
十
五
歳
）
元
文

伝
次
郎
（
母
牛
斎
女
）

シ
】

次
に
紹
介
す
る
「
島
崎
家
系
譜
」
は
、
「
官
医
家
譜
」
十
六
に
所
収
さ

れ
て
お
り
、
『
諸
家
譜
』
第
二
十
二
（
一
七
八
～
九
頁
）
と
比
べ
る
と
母
．

妻
・
兄
弟
姉
妹
・
法
名
等
の
記
事
は
な
い
が
、
経
歴
の
詳
し
い
部
分
が

業
の
ヂ
タ
。

’
１
（
女
子
）

Ｉ
（
某
）

和
田
春
長

（
ま
さ
た
ね
）

ｌ
正
胤
Ｉ高

三
百
俵

（
養
子
）
天
明
元
丑
年
十
二
月
廿
五
日
家
督
小
普
請
（
十
九
歳
、
妻
船
橋

長
庵
玄
寛
女
）

実
喜
多
村
安
貞
直
方
二
男

和
田
春
長

（
ま
さ
さ
だ
）

ｌ
正
定

宝
暦
六
子
年
閏
十
一
月
（
三
日
）
家
督
小
普
請
（
十
四
歳
）
明
和
五
年

正
月
三
日
（
徳
川
家
治
に
）
初
見
天
明
元
丑
年
十
一
月
十
五
日
死
四
十

（
三
十
九
）
歳
（
法
名
映
山
）
同
寺
二
葬

十
五
（
十
六
）
日
奥
医
師
同
五
辰
年
二
月
廿
三
日
御
部
屋
の
方
御
用
宝

暦
五
亥
年
十
二
月
廿
五
日
西
丸
御
用
同
六
子
年
九
月
二
日
死
（
三
十

九
歳
、
法
名
芳
山
）
同
寺
（
葬
、
妻
杉
山
権
右
衛
門
正
安
女
、
後
妻
野
間

玄
琢
正
恭
女
）

伝
五
郎
（
母
正
恭
女
）

幾
三
郎
（
母
村
上
文
次
郎
行
正
女
）
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（
８
）

初
代
の
登
栄
一
は
盲
人
鍼
医
で
、
杉
山
に
師
事
後
幕
府
に
登
用
さ
れ
、

（
７
）

島
浦
の
跡
を
継
い
で
四
代
関
東
惣
録
（
元
文
元
年
三
月
～
同
二
年
六
月
、
一

七
三
六
～
三
七
年
）
を
勤
め
、
子
孫
も
幕
末
ま
で
鍼
科
医
員
を
勤
め
た
。

藤
原
姓

有
徳
院
殿
（
徳
川
吉
宗
）
御
代

島
崎
家
紋
横
木
瓜

高
十
人
扶
持

伊
藤
九
郎
祐
近
後
胤
初
大
久
保
加
賀
守
（
忠
朝
）
二
仕
後
浪
人
増
田
源
兵

衛
片
信
男

島
崎
惣
録
検
校

（
と
え
い
ち
）

登
栄
都
（
一
）
’

三
」
ナ
イ
ワ
リ
チ
ュ
ツ
）

（
盲
人
に
し
て
鍼
治
を
よ
く
す
る
に
よ
り
）
享
保
十
四
年
「
月
日
不
知
」

（
ケ
ッ
ジ
）

惇
信
院
殿
（
徳
川
家
重
）
御
鍼
御
用
同
十
五
年
四
月
十
三
日
召

（
ケ
ッ
ジ
）

出
弐
十
人
扶
持
（
五
月
十
五
日
）
御
奥
江
惇
信
院
殿
御
入
之
時

（
ケ
ッ
ジ
）

有
徳
院
殿
（
徳
川
吉
宗
）
二
御
目
見
御
鍼
御
用
同
年
九
月
十
九
日

（
ケ
ッ
ジ
）

一
位
御
方
（
天
英
院
殿
、
照
姫
、
近
衛
基
熈
女
、
徳
川
家
宣
側
室
）

（
ケ
ッ
ジ
）

御
鍼
同
十
八
年
七
月
十
九
日
御
簾
中
御
方
（
寛
徳
院
殿
、
真
宮
、

伏
見
文
仁
親
王
女
、
徳
川
吉
宗
室
）
御
鍼
同
十
九
年
五
月
廿
三
日
御
本
丸

（
ケ
ッ
ジ
）

大
奥
女
中
療
治
同
年
十
二
月
十
日
刑
部
卿
殿
（
一
橋
宗
尹
）
御

（
ケ
ッ
ジ
）

鍼
享
保
廿
年
七
月
二
日
利
根
姫
君
（
紀
伊
宗
直
女
、
徳
川
吉
宗
養

女
、
伊
達
宗
村
室
）
御
鍼
寛
保
二
年
八
月
廿
九
日
死
六
十
八
歳
（
法
名

日
坊
）
牛
込
七
軒
寺
町
浄
輪
寺
二
葬
（
妻
辻
村
氏
女
）

戸
踊
鵡
元
栄
庵
（
母
辻
村
氏
女
）

寛
保
二
年
五
月
二
日
刑
部
卿
殿
御
広
敷
御
用
（
十
一
月
五
日
父
の
遺
跡

（
ケ
ッ
ジ
）

は
賜
ら
ず
新
規
月
俸
鍼
医
）
同
年
十
二
月
刑
部
卿
殿
御
附
延
享

（
ケ
ッ
ジ
）

四
年
八
月
七
日
月
光
院
殿
（
徳
川
家
宣
側
室
、
徳
川
家
重
・
家
継

生
母
勝
田
氏
）
御
広
敷
御
用
寛
延
二
年
正
月
廿
七
日
御
同
断
御
医
師

（
同
三
年
十
月
二
十
三
日
）
月
光
院
殿
（
お
喜
世
の
方
、
勝
田
著
邑
女
、

徳
川
家
宣
側
室
、
徳
川
家
重
・
家
継
生
母
）
御
附
同
十
二
月
二
十
六
日
（
徳

川
家
重
に
）
初
見
宝
暦
二
年
九
月
十
九
日
逝
去
後
一
統
小
普
請
同
三

年
七
月
十
八
日
御
本
丸
御
広
敷
御
用
同
年
八
月
廿
八
日
寄
合
同
年
十

二
月
十
五
日
西
丸
御
広
敷
御
用
明
和
七
年
正
月
廿
九
日
死
七
十
壱

（
七
十
）
歳
（
法
名
日
行
）
同
時
二
葬
（
妻
松
下
四
郎
左
衛
門
貫
長
女
）

ｌ
（
某
）

幸
蔵

ｌ
信
勝

（
ケ
ツ
ジ
）

宝
暦
十
一
年
四
月
七
日
宮
内
卿
殿
（
清
水
重
好
）
小
十
人
組
江
被

召
出

栄
元
（
栄
胤
母
某
氏
）

（
し
げ
ひ
ろ
）

ｌ
成
裕
ｌ

宝
暦
十
一
年
七
月
廿
四
日
三
男
惣
領
明
和
四
年
十
二
月
九
日
（
徳
川

家
治
に
）
初
見
同
七
年
四
月
五
日
家
督
小
普
請
（
二
十
二
歳
、
妻
久
留

半
次
郎
堅
明
女
、
後
妻
松
平
安
芸
守
家
臣
入
沢
次
兵
衛
忠
栄
女
）

ｌ
（
女
子
）

608(114)



次
に
紹
介
す
る
「
杉
枝
家
系
譜
」
は
、
『
官
医
家
譜
』
十
七
に
所
収
さ

れ
て
い
る
。
「
諸
家
譜
」
第
二
十
一
（
三
三
八
～
九
頁
）
と
比
べ
る
と
母
．

妻
・
兄
弟
姉
妹
・
法
名
等
の
記
事
は
な
い
が
経
歴
の
詳
し
い
部
分
が
あ

（
Ｑ
邸
）

る
。
初
代
の
真
一
は
盲
人
鍼
医
で
、
杉
山
に
師
事
し
本
姓
の
斎
藤
か
ら

杉
枝
に
改
め
た
。
始
め
柳
沢
吉
保
に
仕
え
た
と
あ
り
、
元
禄
七
年
（
一
六

（
川
）

九
四
）
「
柳
沢
保
明
（
吉
保
）
家
中
分
限
帳
』
に
、

兵
部
様
御
広
式
（
敷
）
番

（
中
略
）

一
拾
両
五
人
扶
持
由
一

一
拾
両
五
人
扶
持
三
和
一

一
拾
両
五
人
扶
持
清
一

と
あ
り
、
「
三
和
こ
が
杉
枝
「
さ
な
こ
の
事
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後

幕
府
に
登
用
さ
れ
、
島
崎
の
跡
を
継
い
で
五
代
目
関
東
惣
録
（
元
文
二
年

六
月
～
同
四
年
二
月
、
一
七
三
七
～
三
九
年
）
を
勤
め
た
。
著
作
の
『
鍼
灸

（
Ⅲ
）

約
』
が
あ
る
が
存
在
し
な
い
。
子
孫
も
幕
末
ま
で
鍼
科
医
員
を
勤
め
た
。

「－－

某

藤
原
姓

常
憲
院
殿
（
徳
川
綱
吉
）
御
代

杉
枝

（
栄
胤
母
忠
栄
女
）

家
紋
蛙
郡
砺
織
銅
藷
字

高
弐
百
俵

斉
藤
豊
前
介
実
仲
よ
り
十
二
代
後
胤
杉
山
検
校
之
成
門
弟
杉
枝
卜
改

杉
枝
検
校

サ
ナ
イ
チ

宣
二（
盲
人
）
始
松
平
（
柳
沢
）
美
濃
守
吉
保
二
仕
元
禄
十
四
年
十
二
月
二

（
ケ
ッ
ジ
）

日
美
濃
守
宅
江
常
憲
院
殿
（
徳
川
綱
吉
）
御
成
之
節
初
而
拝
謁
を

賜
ふ
宝
永
三
年
十
二
月
十
一
日
御
成
之
節
御
針
医
師
二
被
召
出
月
俸

弐
十
人
口
賜
奥
御
奉
公
同
六
年
二
月
廿
一
日
寄
合
享
保
八
年
二
月
四

（
タ
イ
ト
ウ
）

日
惇
信
院
殿
（
徳
川
家
專
御
不
予
之
時
針
治
被
仰
付
御
全

快
二
付
御
祝
儀
と
し
て
銀
五
枚
拝
領
同
年
二
月
九
日
御
本
丸
御
広
敷

御
用
（
三
月
十
五
日
徳
川
家
重
御
不
予
之
時
療
治
白
銀
五
枚
賜
）
同
年
十

二
月
廿
八
日
御
広
敷
病
用
出
精
二
付
褒
銀
五
枚
拝
領
同
九
年
十
二
月

（
ケ
ッ
ジ
）

十
五
日
同
上
褒
金
弐
十
両
拝
領
同
十
年
六
月
朔
日
浄
円
院
殿

（
お
由
利
の
方
、
巨
勢
利
渭
女
、
紀
伊
光
貞
側
室
、
徳
川
吉
宗
生
母
）
御
伺

（
ケ
ツ
ジ
）

御
用
同
年
八
月
三
日
月
光
院
殿
（
お
喜
世
の
方
、
勝
田
著
邑
女
、

徳
川
家
宣
側
室
、
徳
川
家
重
・
家
継
生
母
）
御
伺
御
用
同
月
十
五
日
取
来

弐
十
人
扶
持
者
収
公
新
規
廩
米
弐
百
俵
賜
寛
保
元
年
四
月
五
日
致
仕

延
享
四
年
九
月
廿
三
日
死
七
十
六
（
七
十
四
）
歳
（
法
名
亮
明
）
駒
込

高
林
寺
二
葬
（
妻
葉
山
平
右
衛
門
自
綱
女
）

常
憲
院
殿
御
筆
拝
領
（
福
禄
の
二
字
）

真
一
著
述
之
耆

針
灸
約
一
巻

609 (115)



ｌ
（
某
）実
葉
山
平
右
衛
門
自
綱
三
男
（
四
男
）

杉
枝
仙
庵
初
葉
山
市
五
郎

（
母
松
平
主
殿
頭
家
臣
松
平
八
郎
右
衛
門
忠
政
女
）

（
さ
ね
な
お
）

ｌ
実
直

又
杉
枝
宮
内

正
徳
二
年
（
四
月
一
日
徳
川
家
継
に
初
見
、
十
三
歳
）
七
月
十
一
日
養
子

同
三
年
四
月
朔
日
（
徳
川
家
継
に
）
初
見
享
保
十
年
十
月
廿
八
日
御
本

丸
御
広
敷
御
用
同
十
一
年
閨
正
月
十
二
日
田
安
中
納
言
殿
（
宗
武
）
二

丸
二
御
座
之
節
御
広
敷
御
用
同
十
八
年
七
月
十
九
日
方
同
廿
九
日
迄

（
ケ
ツ
ジ
）

天
英
院
殿
（
照
姫
、
近
衛
基
熈
女
、
徳
川
家
宣
側
室
）
御
広
敷
御

（
ケ
ツ
ジ
）

用
同
年
九
月
十
三
日
月
光
院
殿
御
広
敷
御
用
同
廿
年
十
一
月

（
ケ
ッ
ジ
）

利
根
姫
君
（
紀
伊
宗
直
女
、
徳
川
吉
宗
養
女
、
伊
達
宗
村
室
）
御

（
ケ
ッ
ジ
）

広
敷
御
用
元
文
四
年
六
月
八
日
月
光
院
殿
御
伺
御
用
寛
保
元

年
四
月
五
日
家
督
小
普
請
同
月
十
日
唯
今
迄
之
通
御
本
丸
井
所
々
御

殿
方
御
用
可
勤
之
旨
被
仰
付
同
年
七
月
十
七
日
寄
合
延
享
三
年
三
月

廿
八
日
御
用
之
節
者
奥
江
可
罷
出
旨
被
仰
付
同
四
年
二
月
七
日
奥
御

（
ケ
ッ
ジ
）

医
師
同
年
五
月
晦
日
安
祥
院
殿
（
左
京
局
、
三
浦
義
周
女
、
家
重

側
室
、
清
水
重
好
生
母
）
御
伺
御
用
宝
暦
六
年
十
二
月
廿
七
年
西
丸
勤

（
ケ
ッ
ジ
）

同
七
年
正
月
十
二
日
心
観
院
殿
（
倫
子
、
閑
院
五
十
宮
、
徳
川
家

治
側
室
）
御
伺
御
用
同
八
年
四
月
四
日
死
五
十
八
歳
（
法
名
永
達
）
同

寺
二
葬
（
妻
北
村
重
太
郎
季
但
女
、
中
村
権
之
丞
和
知
女
）

ｌ
（
女
子
）

ｌ
実
真
Ｉ

養
子
宝
暦
八
年
七
月
三
日
家
督
小
普
請
同
九
年
四
月
三
日
初
見
寛
政

六
年
閨
十
一
月
十
七
日
致
仕
（
五
十
九
歳
、
妻
実
直
女
）

Ｉ
（
女
子
）

Ｉ
（
女
子
）

（
母
実
直
女
）

仙
良

（
さ
れ
よ
し
）

ｌ
実
美
Ｉ

寛
政
六
年
閨
十
一
月
十
七
日
家
督
小
普
請
三
十
四
歳
）
同
十
一
年
八

月
六
日
医
業
出
精
二
付
蒙
御
褒
詞
（
妻
佐
橋
儀
兵
衛
佳
方
女
、
後
妻
目
黒

氏
女
）

Ｉ
（
女
子
）

（
興
庵
母
佳
方
女
）

（
さ
ね
の
り
〉

Ｉ
（
実
徳
）

（
仙
丈
）

さ
れ
と
も

（
実
知
）

（
寛
延
元
年
十
一
月
二
十
八
Ｈ
徳
川
家
宣
に
初
見
、
時
に
十
五
歳
、
同
三
年

九
月
二
十
七
日
父
に
先
た
ち
て
死
す
、
十
七
歳
）

（
さ
ね
ち
か
）

実
北
村
重
太
郎
季
但
二
男

仙
庵
仙
良
吉
五
郎
（
母
某
氏
女
）

610(116)



■■

藤
原
姓

常
憲
院
殿
（
徳
川
綱
吉
）
御
代

栗
本
家
紋
酸
漿
草
（
鳰
酸
草
）

高
三
百
俵

栗
本
宗
珍
入
道
四
代
之
後
胤
近
江
国
之
住
人
栗
本
善
左
衛
門
尉
元
胤
惣

領
右
之
通
申
伝
候
得
共
家
伝
の
系
図
等
無
之
以
前
之
儀
不
詳

次
に
紹
介
す
る
「
栗
本
家
系
譜
」
は
「
官
医
家
譜
」
十
に
所
収
さ
れ

て
お
り
、
「
諸
家
譜
」
第
二
十
二
（
三
九
～
四
○
頁
）
の
記
載
と
比
べ
る

と
、
母
・
妻
・
兄
弟
姉
妹
・
法
名
等
の
記
事
は
な
い
が
経
歴
の
詳
し
い

部
分
も
多
い
。
「
官
医
家
譜
』
に
は
初
代
俊
行
が
大
久
保
忠
朝
に
仕
え
て

い
た
こ
と
や
綱
吉
よ
り
印
籠
を
賜
っ
た
こ
と
な
ど
別
の
記
載
が
見
え

デ
（
》
Ｏ

（
川
）

初
代
の
俊
行
は
（
盲
人
と
確
認
で
き
な
い
）
、
杉
山
に
師
事
後
大
久
保
忠

朝
に
仕
え
、
そ
の
後
幕
府
に
登
用
さ
れ
、
子
孫
も
幕
末
ま
で
鍼
科
医
員

を
勤
め
た
。

俊上
行幸

（
さ
ね
ひ
で
）

（
実
秀
）

剃
髪

杉
説
杉
庵

（
英
次
郎
）

初
名善
左
衛
門

’
１
元
亀

元
禄
十
（
十
二
）
年
三
月
十
五
日
部
屋
住
二
而
（
徳
川
綱
吉
に
）
初
見
同

十
六
年
三
月
五
日
家
督
小
普
請
寛
保
二
年
六
月
廿
日
（
療
治
出
精
に
よ

（
タ
イ
ト
ウ
）

り
）
寄
合
同
三
年
正
月
廿
九
口
蓮
浄
院
殿
（
お
す
め
の
方
、
園

池
公
屋
女
、
櫛
笥
隆
賀
養
女
、
徳
川
家
宣
側
室
）
御
用
可
相
勤
旨
同
四
年

九
月
廿
五
日
死
六
十
七
歳
（
法
名
日
是
）
同
寺
二
葬
（
妻
山
口
朔
庵
某
女
、

後
妻
松
平
渭
六
郎
乘
勝
女
）

な
お
ま
さ

Ｉ
（
直
正
）

剃
髪
初
名

杉
節
杉
貞
伝
蔵
（
某
氏
）

（
も
と
と
し
）

ｌ
元
齢

某

大
久
保
加
賀
守
（
忠
朝
）
方
二
仕
杉
山
検
校
（
和
二
門
弟
二
面
針
医
二

て
罷
在
候
処
元
禄
五
年
十
二
月
三
日
新
規
被
召
出
同
月
十
五
日
（
徳

川
綱
吉
に
）
初
見
御
切
米
弐
百
俵
被
下
寄
合
席
同
六
年
正
月
廿
六
日

御
側
針
医
同
年
十
二
月
十
一
日
加
秩
百
俵
賜
都
合
三
百
俵
二
成
蒔
絵

印
籠
三
シ
琉
球
青
貝
御
印
籠
一
シ
赤
銅
牛
象
眼
御
小
柄
壱
本
色
紙
御

目
貫
一
貝
頂
戴
外
々
南
京
焼
菓
子
鉢
頂
戴
之
処
焼
失
元
禄
十
五
年
十

二
月
廿
八
口
死
五
十
九
歳
（
法
名
日
晋
）
本
所
中
郷
石
原
妙
源
寺
二
葬

（
妻
村
上
氏
女
）

モ
ト
ヒ
サ

杉
儘

貝ロ

剃
杉髪
知

初
名亀
之
助
（
母
村
上
氏
）

(117)611



最
後
に
紹
介
す
る
貢
日
本
一
流
杉
山
流
）
鍼
術
十
箇
条
」
（
武
田
科
学

振
興
財
団
杏
雨
書
屋
所
蔵
、
「
臨
床
鍼
灸
古
典
全
書
』
八
、
刊
本
、
四
一
～
七

四
頁
、
オ
リ
エ
ン
ト
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）
は
、
本
文
十
五
丁
と
い
う
小

冊
子
で
あ
る
。
本
書
は
、
杉
山
か
ら
香
取
十
連
社
が
伝
承
し
た
奥
義
を

一
子
相
伝
で
伝
え
た
秘
伝
書
で
、
江
戸
浅
草
広
小
路
東
仲
町
に
住
ん
で

れ
い

い
た
九
代
目
浅
黎
堂
香
取
星
亀
廻
順
に
伝
承
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
成

ｌ
（
女
子
）

（
杉
庵
伝
蔵
母
某
氏
）

も
と
よ
し

Ｉ
（
元
良
）

（
母
荒
川
権
六
郎
直
徳
女
）

Ｉ
（
某
）

Ｉ
（
女
子
）

剃
髪
初
名

杉
貞
伝
蔵
（
母
祐
草
女
）

（
も
と
す
け
）

ｌ
元
輔

天
明
元
年
十
二
月
廿
五
（
二
十
六
）
日
家
督
小
普
請
（
二
十
五
歳
）
寛

政
三
年
十
月
四
日
常
々
家
業
出
精
二
付
以
来
月
次
五
節
句
惣
出
仕
等

登
城
可
仕
旨
（
妻
内
田
玄
勝
正
啓
女
）

一
月
二
日
家
督
小
普
請
天
明
元
年
十
二
月
三
日
死
四
十

歳
（
法
名
日
登
）
同
寺
二
葬
（
妻
佐
藤
慶
南
祐
章
女
）
’

（
女
子
）

細
討
澤
碑
啼
詐
雷
睦
娠
祖
相
伝

星
」
も
そ
も

も
と
き
よ

抑
我
家
二
伝
ル
処
ノ
杉
山
流
ハ
、
前
惣
検
校
元
清
（
和
一
）
先
生
鍼
術

い
き
ん

む
そ
う

二
於
テ
多
年
精
神
ヲ
抽
ズ
ル
ニ
ョ
ッ
テ
、
弁
財
天
ヨ
リ
御
夢
想
ニ
ョ
ッ

こ
れ
に
よ
っ
て

テ
是
ヲ
受
ル
ノ
妙
術
ナ
リ
。
依
之
国
君
（
徳
川
綱
吉
）
是
ヲ
間
コ
シ
召
、

遂
二
高
位
ノ
大
病
ヲ
療
ズ
。
其
後
、
元
禄
七
甲
戌
五
月
中
旬
、
杉
山
元

み
ぎ
り

じ
ゅ
う
れ
ん
し
や

い
わ
く
す
で

情
（
和
一
）
先
生
大
病
ノ
剛
、
我
先
祖
十
連
社
ヲ
召
テ
曰
、
我
已
二
病

わ
れ
も

重
シ
。
我
若
シ
死
セ
バ
神
秘
空
シ
ク
絶
滅
セ
ン
。
御
夢
想
ノ
極
秘
、
汝

一
人
コ
レ
ヲ
伝
ヘ
ン
。
我
死
ス
ル
ノ
後
、
日
本
一
流
杉
山
流
卜
号
シ
テ

弘
ム
ベ
シ
ト
有
り
。
コ
コ
ニ
ヲ
イ
テ
、
宝
永
五
年
マ
デ
凡
ソ
十
五
年
ノ

く
で
ん

間
、
コ
レ
ヲ
天
下
二
弘
ム
。
其
口
伝
十
箇
条
有
。
末
二
記
ス
。
誠
一
一
弁

財
天
霊
夢
ノ
秘
密
。
病
ヲ
療
ス
ル
事
ハ
、
他
流
ノ
及
ブ
処
ニ
ア
ラ
ズ
。

ま
こ
と

こ
う
じ
ゆ

実
二
秘
密
ナ
レ
ド
モ
、
修
心
ノ
人
ヲ
得
テ
コ
レ
ヲ
口
授
ス
ベ
キ
也
。
此

で
ん伝
誠
二
妙
針
・
妙
術
。
此
極
秘
十
伝
ヲ
学
ブ
者
ハ
、
其
神
霊
・
奇
効
ノ

よ
く

し
ゅ

妙
ヲ
ナ
ス
。
能
其
門
二
入
、
其
術
ヲ
修
シ
テ
、
其
室
二
入
ノ
妙
有
リ
ト

立
は
、
杉
山
が
没
後
（
一
六
九
四
）
す
ぐ
の
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
五

月
十
七
日
に
一
回
目
の
改
め
、
享
和
三
年
（
一
八
○
三
）
に
二
回
目
の
改

め
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
ば
肝
心
の
部
分
に
な
る
と
「
口
伝
」

と
あ
っ
て
簡
素
な
も
の
で
あ
る
。
内
容
を
細
か
く
見
る
と
、
前
書
・
秘

伝
十
箇
条
・
伝
承
者
一
覧
・
免
許
状
・
早
引
十
四
経
穴
名
の
五
項
目
に

分
か
れ
て
い
る
。
経
穴
の
部
分
は
現
在
の
経
穴
と
同
じ
な
の
で
略
し
た
。

翻
刻
に
際
し
て
は
句
読
点
を
つ
け
た
。
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一し
_ﾑ判か

爾：
○

鍼
術
十
箇
条

ち
ら
し

第
一
鍼
ヲ
抜
口
伝
ハ
何
ホ
ド
、
鍼
病
ツ
キ
テ
モ
散
鍼
ナ
ク
抜
口
伝

つ
・
く

第
二
鍼
二
病
ヲ
ツ
ケ
、
釘
抜
ニ
テ
モ
ヌ
ケ
ザ
ル
様
二
病
ヲ
附
ル
ロ
伝

と
き
こ
ろ
し
で
ん

第
三
一
時
殺
ノ
伝
。
針
一
本
ニ
テ
気
絶
サ
ス
ル
ロ
伝

い
か

第
四
右
殺
シ
タ
ル
ヲ
針
一
本
ニ
テ
活
ス
ロ
伝

き
つ
け

も
ち
い
よ
う

第
五
一
切
気
附
鍼
、
刺
ヤ
ウ
、
又
針
用
様
ノ
ロ
伝

第
六
惣
身
肉
中
二
鍼
折
込
タ
ル
ヲ
抜
口
伝
た
ち

い
か

第
七
上
ミ
下
モ
ヘ
針
シ
テ
気
絶
シ
タ
ル
ヲ
立
ド
コ
ロ
ニ
活
ス
ロ
伝

は
や
う
ち
か
た
の
ど
ぴ
え

第
八
早
庁
・
早
疲
癖
・
喉
痒
ヲ
救
上
助
タ
ル
ロ
伝

第
九
禁
鍼
・
禁
灸
・
人
神
順
者
ノ
処
。
又
ハ
病
ヲ
鎮
散
ズ
ル
鍼
ノ
ロ

伝第
十
天
応
・
散
針
の
穴
。
委
細
二
分
ル
処
。
又
針
ヲ
下
ス
ロ
伝

右
十
箇
条
ハ
、
杉
山
流
ノ
極
秘
ニ
テ
他
流
ニ
ア
ラ
ズ
。
口
伝
ヲ
学
ブ
人

ハ
数
年
修
練
シ
タ
ル
人
ニ
モ
劣
ラ
ザ
ル
妙
伝
也
。
極
テ
秘
密
ナ
レ
ド
モ

修
心
ナ
ル
人
ニ
ハ
伝
へ
ベ
キ
者
也
。

（
流
派
を
受
け
継
い
だ
者
）

元
祖
杉
山
先
生
法
号

第
一
即
明
院
殿
杉
山
前
惣
検
校
権
大
僧
都
法
印
眼
斐
元
清

じ
ゅ
う
れ
ん
し
や

第
二
十
連
社
よ

第
三
十
誉よ

第
四
壱
誉

第
五
第
六
第
七
第
八

免
許
の
事

こ
ん
ご

当
家
杉
山
流
極
秘
十
箇
条
、
此
後
貴
殿
依
御
懇
望
、
逐
一
ニ
ロ
伝
す
る

処
明
白
也
。
尤
極
秘
二
町
候
故
、
貴
殿
子
孫
へ
相
伝
す
る
の
み
に
て
、
決

而
他
言
不
可
有
之
者
也
。
価
免
許
状
如
件
。

杉
山
流
元
祖
香
取
星
亀
⑳

岩
崎
西
遊
殿

早
引
十
四
経
穴
名

左
二
あ
ら
ハ
す
所
の
経
穴
、
我
ゑ
ら
み
あ
ら
た
む
る
所
二
あ
ら
ず
。
古

へ
よ
り
づ
（
図
）
す
る
所
也
。
あ
や
ま
り
有
く
し
。
前
々
有
所
の
針
灸
言

二
合
せ
見
く
し
。

（
以
下
十
四
経
の
各
図
と
経
穴
を
略
す
）

元
禄
九
丙
子
歳
（
一
六
九
六
）

五
月
十
七
日
弘
初
（
一
回
目
の
改
め
）

享
和
三
癸
亥
歳
（
一
八
○
三
）
改
判
（
二
回
目
の
改
め
）

江
戸
浅
草
広
小
路
東
仲
町

れ
い

浅
蕊
堂
（
蓼
は
あ
か
ざ
）

香
取
星
亀
廻
順

よ

大
誉
香
取
い
よ
じ
ょ

已
代
女

た
け
ち
じ
ょ

竹
智
女

署
琶
ト
牢
服
し
よ

豈
犀
帆
女
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参
考
文
献
・
注

（
１
）
「
官
医
家
譜
』
（
請
求
番
号
二
○
六
五
’
六
）
は
、
曲
直
瀬
養
安
院

正
琳
編
、
全
十
七
冊
。
本
書
は
、
記
事
の
内
容
が
寛
政
年
間
（
一

七
八
九
～
一
八
○
○
年
）
で
終
わ
っ
て
い
る
の
で
こ
の
時
期
に
成

立
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
「
諸
家
譜
』
よ
り
後
の
記
事
は

な
い
。小
川
春
興
は
一
本
朝
鍼
灸
医
人
伝
」
（
半
田
屋
、
一
九
三
三
年
）

で
『
官
医
家
譜
」
を
使
い
幕
府
の
鍼
科
の
医
員
を
多
く
紹
介
し
て

い
る
。

（
２
）
管
鍼
術
に
つ
い
て
は
、
杉
山
と
同
時
代
の
岡
本
一
抱
『
図
解
正
誤

鍼
灸
抜
革
大
成
』
二
鍼
灸
医
学
典
籍
大
系
』
十
五
、
出
版
科
学
研

究
所
、
一
九
七
八
年
）
の
中
に
、
長
さ
は
軸
一
寸
・
穂
一
寸
八
分

し
ん
か
ん

と
記
し
て
い
る
（
一
六
頁
）
。
鍼
管
の
長
さ
は
鍼
よ
り
三
分
ほ
ど
長

く
、
鍼
の
太
さ
は
捻
り
鍼
よ
り
太
め
の
方
が
痛
み
が
な
く
、
施
術

方
法
は
左
手
で
鍼
管
を
経
穴
の
上
に
置
き
、
鍼
を
鍼
管
の
中
に
入

れ
、
右
の
示
指
を
中
指
の
上
に
重
ね
て
か
ら
現
在
の
よ
う
に
示
指

で
鍼
の
頭
を
弾
き
、
管
は
左
の
親
指
と
示
指
で
中
ほ
ど
を
持
ち
、

中
指
で
皮
層
を
押
さ
え
、
管
を
抜
い
て
か
ら
右
の
親
指
と
示
指
で

撚
り
入
れ
る
場
合
と
そ
の
ま
ま
撚
る
方
法
と
が
あ
る
（
五
三
～
四

頁
）
。

（
３
）
登
用
後
そ
の
身
代
限
り
の
者
も
い
る
が
、
か
な
り
の
家
が
幕
末
ま

で
医
員
を
勤
め
て
い
る
。

（
４
）
杉
山
に
関
す
る
多
数
の
著
述
に
つ
い
て
は
、
拙
槁
「
杉
山
和
一
そ

の
文
献
と
伝
説
」
で
詳
細
を
紹
介
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
主
な
も

の
を
あ
げ
る
。
小
川
春
興
「
杉
山
検
校
の
史
的
研
究
」
（
『
本
朝
鍼

灸
医
人
伝
』
、
半
田
屋
、
一
九
三
三
年
）
、
富
士
川
瀞
「
日
本
医
学

史
決
定
版
」
（
形
成
社
復
刻
、
三
二
五
頁
、
一
九
七
九
年
）
、
同

「
杉
山
和
一
先
生
」
（
「
富
士
川
満
著
作
集
」
第
七
巻
、
三
三
頁
、

思
文
閣
、
一
九
八
○
年
）
、
木
下
晴
都
「
杉
山
和
一
と
そ
の
医
業
」

二
漢
方
の
臨
床
』
九
’
十
一
・
十
二
、
四
三
頁
、
一
九
六
二
年
）
、

加
藤
康
昭
「
日
本
盲
人
社
会
史
研
究
』
（
未
来
社
、
一
九
七
四
年
）

等
を
参
照
。

（
５
）
小
川
前
掲
害
で
、
杉
山
の
弟
子
を
三
島
（
四
一
頁
）
・
島
浦
（
四
二

頁
）
・
島
崎
（
四
三
頁
）
・
杉
枝
（
四
三
頁
）
・
石
坂
（
四
四
頁
）
・

栗
本
（
四
五
頁
）
・
本
川
自
哲
（
五
三
頁
）
、
ま
た
杉
山
流
派
の
系

図
（
四
六
頁
）
を
見
る
と
板
花
も
あ
り
計
八
名
と
し
て
い
る
。
加

藤
前
掲
害
（
一
○
七
・
三
二
・
一
二
二
頁
）
で
は
、
杉
岡
・
三

島
・
杉
島
・
杉
枝
・
島
浦
・
板
花
・
徳
山
・
松
山
・
美
津
都
座
頭
・

春
都
座
頭
を
あ
げ
て
い
る
。

（
６
）
島
浦
益
一
は
、
「
杉
山
真
伝
流
」
の
奥
義
書
を
沢
山
残
し
て
い
る
。

詳
細
は
前
掲
の
拙
槁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
益
一
に
つ
い
て

は
、
小
川
前
掲
害
（
四
二
頁
）
の
中
で
紹
介
し
て
あ
る
。
子
孫
の

和
田
春
徹
（
六
二
頁
）
・
春
長
（
六
二
頁
）
・
正
胤
（
六
三
頁
）
・
正

定
（
六
三
頁
）
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
。
子
孫
の
和
田
春
徹
は

『
鍼
治
由
来
』
今
臨
床
鍼
灸
古
典
全
書
』
三
二
、
写
本
、
四
五
九

～
四
六
八
頁
、
オ
リ
エ
ン
ト
出
版
社
、
一
九
九
三
で
、
明
治
維

新
を
迎
え
て
東
洋
医
学
の
廃
止
、
鍼
施
術
の
衰
微
に
遭
遇
し
、
明

治
政
府
宛
に
嘆
願
し
た
。

（
７
）
関
東
惣
検
校
・
惣
録
に
つ
い
て
は
、
「
江
戸
惣
検
校
井
惣
録
代
々
之

事
」
含
当
道
大
記
録
』
壱
之
巻
、
筑
波
大
学
附
属
盲
学
校
所
蔵
）

に
よ
る
。

（
８
）
島
崎
登
栄
一
に
つ
い
て
は
、
小
川
前
掲
書
（
四
三
頁
）
で
『
官
医
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（
皿
）
栗
本
俊
行
が
杉
山
和
一
の
弟
子
で
あ
る
事
は
、
小
川
前
掲
書
（
四

五
頁
）
の
中
で
紹
介
し
、
杉
山
流
を
脱
却
し
栗
本
流
を
創
始
し
た

と
あ
る
。
子
孫
の
杉
知
（
五
○
頁
）
・
杉
貞
（
五
○
頁
）
・
元
輔
（
五

○
～
一
頁
）
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
。（
群
馬
県
立
盲
学
校
教
諭
）

（
Ⅱ
）
『
補
訂
版
国
書
総
目
録
」
第
四
巻
（
岩
波
書
店
）
を
見
る
と
現
存

（
９
）
杉
枝
真
一
に
つ
い
て
は
、
小
川
前
掲
書
（
四
三
～
四
頁
）
で
『
官

医
家
譜
』
等
を
使
い
紹
介
し
て
い
る
。
子
孫
の
仙
庵
（
六
一
頁
）
・

杉
良
（
六
一
頁
）
・
良
叔
（
八
六
頁
）
も
触
れ
て
い
る
。

（
叩
）
埼
玉
県
史
調
査
報
告
書
『
分
限
帳
集
成
』
（
七
九
頁
、
埼
玉
県
県
民

部
県
史
編
さ
ん
室
、
一
九
八
七
年
）
・
吉
保
の
昇
進
や
川
越
藩
に
つ

い
て
須
田
茂
「
武
蔵
国
藩
史
総
覧
」
（
二
九
九
～
三
○
四
頁
、
聚
海

害
林
、
一
九
八
九
年
）
も
参
考
と
な
る

し
な
い
⑤

家
譜
」
を
使
い
紹
介
し
て
い
る
。
子
孫
の
栄
元
（
五
二
～
三
頁
）

に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
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